














































　　系列1: 1, 2, 3, 4, 5, 6, 1, 2, 3, 4, 5, 6, 1, 2, ⋯
　　系列2: 6, 1, 2, 6, 6, 3, 3, 6, 5, 1, 1, 1, 4, 6, ⋯
　　系列3: 1, 1, 3, 6, 1, 3, 5, 6, 5, 6, 1, 6, 2, 2, ⋯

































































Snとすると客の待ち時間列 {Wn, n = 1, 2, ⋯} は
漸化式


































































　　E[X] = n S / D　　　　　（2）
となる。ここで S , D はそれぞれ領域S, Dの面
積を表す。いま領域Sの面積が未知であるとす
る。このとき領域Dを領域Sを包含する矩形領








　講習では領域D =（0, 1）×（0, 1）とし，推定す
る領域として半径1の1/4円の内部領域
　　S1 = {（x, y）: x2 + y2 < 1, x, y > 0 }
を用いた。この領域の面積は /4である。そこ
でこの問題は式（2）を変形した
　　π= 4E [X] /n
を用いることで円周率を推定する実験に用いる
ことができる。さらに比較のため2つの領域
　　S2 = S1∩R1, 1
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る。このとき領域S2, S3の面積はそれぞれ /2-
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